
《
廿
日
市
市
議
会
》

平
成
31
年
３
月
定
例
会

（
２
月
22
日
～
３
月
22
日
）

諮
問
１
件
、
議
案
43
件
、
報
告
３
件

平
成
31
年
度
予
算
概
要

一
般
会
計

５
５
５
億
円

特
別
会
計

３
２
６
億
円

企
業
会
計

３
８
億
円

全
会
計
合
計

９
１
９
億
円

主
な
新
規
・拡
充
事
業

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
事
業

５
億
６
千
万
円

保
育
園
整
備
事
業
（
民
間
補
助
）

２
億
２
千
万
円

ま
ち
づ
く
り
推
進
基
金
積
立

３
７
億
３
千
万
円

宮
島
口
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
整
備 
 

 

９
千
万
円

地
域
交
通
再
編
事
業 

 
 

 
 

 
 

８
千
万
円

自
主
運
行
バ
ス
購
入
事
業 

 
 

 
 

７
千
万
円

小
・
中
学
校
ト
イ
レ
洋
式
化
事
業

４
億
４
千
万
円

私
の
一
般
質
問
（２
月
26
日
）

１
．
教
育
委
員
会
の
機
関
で
あ
る
教

育
支
援
委
員
会
と
特
別
支
援
学
級

等
に
つ
い
て

（質
問
）
林

た
だ
ま
さ

①
教
育
支
援
委
員
会
規
則
第
２
条
に

目
的
が
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
教
育
委

員
会
の
中
で
の
役
割
、
開
催
状
況
は
ど

う
か
。

②
同
規
則
第
４
条
に
組
織
が
規
定
さ

れ
て
い
る
が
、
実
際
の
構
成
は
ど
う
か
。

③
学
校
現
場
と
の
連
携
を
踏
ま
え
、
対

象
者
の
実
態
把
握
、
審
査
内
容
等
に
つ

い
て
保
護
者
へ
の
説
明
は
ど
う
か
。

④
対
象
者
の
人
数
、
対
象
学
級
名
、
対

象
学
級
数
は
ど
う
か
。

⑤
設
備
的
な
取
組
み
は
ど
う
か
。

（答
弁
）
奥

教
育
長

①
教
育
委
員
会
の
中
で
教
育
支
援
委

員
会
は
、
特
別
な
教
育
的
支
援
を
必
要

と
す
る
幼
児
、
児
童
及
び
生
徒
の
適
正

な
就
学
及
び
教
育
的
措
置
に
つ
い
て

助
言
を
行
っ
て
お
り
、
今
年
度
は
６
回

開
催
し
て
い
る
。

②
平
成
30
年
度
の
組
織
は
、
医
師
２

名
、
小
・
中
学
校
の
校
長
24
名
、
児
童

福
祉
施
設
等
関
係
機
関
職
員
４
名
、
学

識
経
験
者
２
名
の
合
計
32
名
で
構
成
。

③
現
在
小
・
中
学
校
へ
就
学
し
て
い
る

児
童
生
徒
に
つ
い
て
は
、
学
校
が
実
態

把
握
を
行
い
、
未
就
学
児
に
つ
い
て
は
、

市
教
育
委
員
会
事
務
局
が
教
育
相
談

や
園
訪
問
等
か
ら
実
態
把
握
。

・
審
議
結
果
を
踏
ま
え
、
本
人
・
保
護

者
に
対
し
十
分
情
報
提
供
を
し
つ
つ
、

そ
の
意
見
を
最
大
限
尊
重
し
、
本
人
・

保
護
者
と
市
教
育
委
員
会
、
学
校
等
が

教
育
ニ
ー
ズ
と
必
要
な
支
援
に
つ
い

て
、
合
意
形
成
を
行
う
事
を
原
則
と
し

た
上
で
、
最
終
的
に
は
市
教
育
委
員
会

が
就
学
先
や
教
育
的
措
置
に
つ
い
て

決
定
し
、
保
護
者
に
通
知
。

④
平
成
30
年
度
の
小
・
中
学
校
に
設

置
さ
れ
て
い
る
特
別
支
援
学
級
と
在

籍
児
童
生
徒
数
は
、
小
学
校
に
つ
い
て

は
、
知
的
障
害
特
別
支
援
学
級
14
学

級
・
65
名
、
自
閉
症
・
情
緒
障
害
特
別

支
援
学
級
28
学
級
・
161
名
、
肢
体
不

自
由
特
別
支
援
学
級
２
学
級
・
２
名
、

病
弱
・
身
体
虚
弱
特
別
支
援
学
級
１
学

級
・
２
名
で
、
合
計
45
学
級
、
230
名
。

・
中
学
校
に
つ
い
て
は
、
知
的
障
害
特
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別
支
援
学
級
６
学
級
・
19
名
、
自
閉

症
・
情
緒
障
害
特
別
支
援
学
級
８
学

級
・
29
名
、
肢
体
不
自
由
特
別
支
援
学

級
１
学
級
・
１
名
で
、
合
計
15
学
級
、

49
名
。

・
通
級
指
導
教
室
に
つ
い
て
は
、
６
小

学
校
で
開
設
し
て
お
り
、
123
名
の
児

童
が
指
導
を
受
け
て
い
る
。

⑤
特
別
支
援
学
級
に
お
け
る
設
備
や

備
品
に
つ
い
て
、
障
が
い
の
あ
る
児
童

生
徒
一
人
ひ
と
り
の
教
育
的
ニ
ー
ズ

に
対
応
し
た
指
導
・
支
援
を
考
慮
し
た

施
設
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
い
る
。
個

別
の
特
性
に
応
じ
た
設
備
や
備
品
の

整
備
に
つ
い
て
も
、
保
護
者
の
要
望
を

受
け
、
ど
の
程
度
必
要
性
が
あ
る
か
等

に
つ
い
て
、
専
門
家
の
意
見
を
参
考
に

し
な
が
ら
個
別
に
対
応
。

２
．
認
知
症
者
へ
の
取
組
み
に
つ
い
て

（背
景
）

愛
知
県
大
府
市
で
認
知
症
の
男
性

（
当
時
91
歳
）
が
2007
年
12
月
、
徘
徊

中
に
Ｊ
Ｒ
東
海
道
線
の
駅
構
内
で
列

車
に
は
ね
ら
れ
死
亡
し
た
事
故
で
、
Ｊ

Ｒ
東
海
が
起
こ
し
た
裁
判
に
よ
る
と
、

振
替
輸
送
費
な
ど
約
720
万
円
の
賠
償

を
家
族
に
求
め
た
。
１
審
、
２
審
は
家

族
の
賠
償
責
任
を
認
め
た
が
、
2016
年

３
月
の
最
高
裁
で
は
、
家
族
は
監
督
責

任
を
負
わ
な
い
と
判
断
さ
れ
、
家
族
が

逆
転
勝
訴
し
た
。

（質
問
）
林

た
だ
ま
さ

愛
知
県
大
府
市
、
兵
庫
県
神
戸
市
、

神
奈
川
県
大
和
市
、
栃
木
県
小
山
市
、

福
岡
県
久
留
米
市
な
ど
が
、
認
知
症
に

関
わ
る
損
害
賠
償
を
、
民
間
保
険
を
活

用
し
て
負
担
す
る
様
に
し
て
い
る
が
、

本
市
も
沿
岸
部
を
Ｊ
Ｒ
，
広
電
が
運
行

し
て
お
り
、
こ
の
様
な
制
度
の
導
入
検

討
が
必
要
と
思
わ
れ
る
が
、
ど
う
か
。

（答
弁
）
山
本

福
祉
保
健
部
長

・
高
齢
化
の
伸
展
に
伴
い
、
認
知
症
高

齢
者
が
今
後
も
増
加
し
て
い
く
事
か

ら
、
認
知
症
を
予
防
す
る
だ
け
で
な
く
、

認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら

し
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

・
特
に
、
徘
徊
な
ど
の
偶
然
の
事
故
に

関
わ
る
不
安
に
つ
い
て
は
、
は
い
か
い

Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
活
動
拡
大
に
よ
り
、
市
民
へ

の
周
知
と
共
に
早
期
発
見
・
保
護
な
ど

大
き
く
成
果
を
あ
げ
て
お
り
、
本
市
で

は
損
害
賠
償
保
険
に
つ
い
て
の
要
望

は
出
て
い
な
い
。

・
今
後
保
険
に
つ
い
て
は
、
認
知
症
高

齢
者
支
援
会
議
な
ど
を
活
用
し
な
が

ら
、
官
民
の
役
割
の
整
理
を
含
め
、
他

の
自
治
体
の
取
組
み
状
況
を
研
究
し

て
い
き
た
い
。

３
．
イ
ク
ボ
ス
推
進
ト
ー
ク
に
参
加

(

背
景)

・
先
日
イ
ク
ボ
ス
推
進
ト
ー
ク
に
参

加
し
、
湯
﨑
知
事
が
趣
旨
説
明
、
民
間

３
社
の
イ
ク
ボ
ス
の
方
か
ら
、
そ
れ
ぞ

れ
の
事
業
所
の
取
組
み
に
つ
い
て
発

表
が
あ
っ
た
。
従
業
員
の
働
き
方
な
ど

満
足
度
の
向
上
が
、
従
業
員
の
定
着
、

事
業
所
の
評
価
に
結
び
つ
き
、
業
績
に

も
貢
献
し
て
い
る
と
の
事
で
あ
っ
た
。

・「
イ
ク
ボ
ス
」
と
は
、
職
場
で
共
に
働

く
部
下
、
ス
タ
ッ
フ
の
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ

バ
ラ
ン
ス
（
仕
事
と
生
活
の
両
立
）
を

考
え
、
そ
の
人
の
キ
ャ
リ
ア
と
人
生
を

応
援
し
な
が
ら
、
組
織
の
業
績
も
結
果

を
出
し
つ
つ
、
自
ら
も
仕
事
と
私
生
活

を
楽
し
む
事
が
で
き
る
上
司
（
経
営

者
・
管
理
職
）
の
事
と
さ
れ
て
い
る
。

（質
問
）
林

た
だ
ま
さ

市
長
も
幹
部
の
方
も
イ
ク
ボ
ス
宣

言
を
し
て
い
る
が
、
市
役
所
を
事
業
体

と
考
え
た
際
の
イ
ク
ボ
ス
と
し
て
の

取
組
み
を
問
う
。

（答
弁
）
堀
野

副
市
長

・
市
で
は
、
平
成
28
年
度
及
び
平
成

29
年
度
の
２
か
年
で
、
全
て
の
管
理

職
が
受
講
し
た
男
女
共
同
参
画
職
員

研
修
に
お
い
て
、
イ
ク
ボ
ス
の
必
要
性

を
伝
え
、
平
成
30
年
度
か
ら
は
、
管
理

職
が
作
成
す
る
「
組
織
目
標
宣
言
」
の

中
に
、
イ
ク
ボ
ス
宣
言
を
記
入
す
る
欄

を
追
加
。

・
管
理
職
の
意
識
が
変
わ
れ
ば
、
行
動

が
変
わ
り
、
イ
ク
ボ
ス
が
増
え
れ
ば
市

役
所
が
変
わ
る
と
考
え
て
い
る
。
イ
ク

ボ
ス
の
取
組
み
を
続
け
て
い
く
事
で
、

職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
向
上
さ

せ
、
市
役
所
業
務
の
効
率
化
と
市
民
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
げ
た
い
。

後
記平

成
31
年
度
末
の
一
般
会
計
市
債

（
借
金
）
残
高
は
前
年
度
比
89
億
円

増
加
し
、
こ
こ
10
年
間
で
は
最
高
の

金
額
696
億
円(

後
年
度
交
付
税
措
置

さ
れ
る
金
額
控
除
後
467
億
円)

と
な

る
が
、
今
後
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
を

見
据
え
、
適
切
な
管
理
が
必
要
で
あ
る
。

又
、
人
口
の
減
少
化
が
顕
著
な
中
山
間

地
域
へ
活
性
化
の
為
の
事
業
予
算
が

い
ろ
い
ろ
付
け
ら
れ
て
い
る
が
、
し
っ

か
り
執
行
し
、
交
流
人
口
の
拡
充
、
定

住
な
ど
の
成
果
に
繋
げ
て
も
ら
い
た

い
も
の
で
あ
る
。




